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ダーイシュ幻想 
新たな〈世界観闘争の時代〉に 

 

鈴木 規夫 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ……パリとサン=ドニのスタード・ド・フランス近くで昨日発生したのは 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 戦争行為であり、戦争に直面して、国は適切な決断を下さなければなり 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ません。これは武装テロリスト、ダーイシュ（「イスラム国」）、武装ジハ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ーディストによって、フランスに対し、我々が世界中で守る価値観に対 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 し、我々の存在そのもの、すなわち地球全体に語りかける自由な国に対 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 してなされた戦争行為です。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （フランス大統領府－2015年 11月 14日（土曜日））1 

 
＊ 

 
	 2015 年 11 月 13 日首都パリ（Paris）で発生した連続襲撃事件を受け、フラ
ンスのフランソワ・オランド（Francois Hollande）大統領は、同 16日同市郊
外のベルサイユ（Versailles）宮殿に上下両院の議員を招集して演説を行い、事
件は「ダーイシュ打倒の必要性は国際社会全体に関わる」と述べた2。 
	 この演説にはむろんいくつも指摘されなければならない事項が隠されている

が、最も露わになったことは、もはやフランスにおいても大統領が公然と「ダ

ーイシュ」と呼称しないわけにはいかなくなっている状況がそこにあることだ。

フランスでは 2014年末頃からすでにこの語彙を使い始めているが、世界が注目
する中で大統領がこの語彙を用いるインパクトはそれなりに大きい。それはよ

り明確にある種の敵対性を簡潔に表現するからである。ダーイシュとは、アラ

ビア語の「ad-Dawlah al-Islāmīyah fī al-`Irāq wash-Shām」（イラクとシャー
ムのイスラーム国）の略であるが、この省略語の音が「踏みつけて破壊する者」

という意味の「daes」や、｢不和の原因となる者｣という意味の「dahes」と似て
ネガティヴなニュアンスをもつため、当のかれらは「ダーイシュ」と発音する

者の舌を切り落とすとまで脅している。 
	 フランス政府のこの語彙の採用による姿勢は、もちろん国内ムスリムの諸動

向を端的に反映したものである。それはフランスないしはヨーロッパにおいて

（おそらく北米においても遠からず）、ムスリムをどう政治ファクターとして位置づ

けるのか実に複雑な状況がすでに存在している事実を示している。そこにあっ



 2 

ては、ムスリムはすでにたんなる〈他者〉ではないのだ。 
	 すでにたんなる〈他者〉ではないムスリム政権が近未来フランスに誕生する

状況を描いたミシェル・ウエルベックの小説『服従』では、イスラームについ

て語る人物を二人配している。アラン・タヌール（マリー＝フランソワーズの

夫、DGSI 情報局勤務）とルディジェ（新ソルボンヌ学長）である(ルディジェの
発言にはインテリジェンス・デザインまで登場する)。いずれにせよ、物語中新大統領と
なるモアメド・ベン・アッバスの、ある種のカリスマ性を帯びた政治スタンス

を、かれらによって主人公フランソワとわれわれ読者は確認している。 
	 タヌールはベン・アッバスについて次のように語る（ウェルベック 2015：145-150）。 
 
	 ……カトリックの信者は現実にはフランスにいなくなってしまいましたが、一種の道徳的な
権威が今でも彼らを覆っているように思えます。どちらにしても、ベン・アッバスは最初から、

キリスト教徒からのそうした恩恵を利用しようとしてきました。去年一年だけでも、少なくと

も三回はヴァチカンに赴いています。第三世界出身というイメージにもかかわらず、彼は保守

派の選挙民を安心させることができました。かつてのライバルであり、トロツキストたちとの

つき合いがあることで落選してしまったタリーク・ラマダンとは違って、ベン・アッバスはい

つも、反資本主義的な左翼に巻き込まれるのを避けてきました。リベラル右派は「思想闘争」

に勝ちました。若者たちが企業的になったと分かったからですし、市場経済を超えるものは存

在しないという認識は、現在では全員に受け入れられているからです。しかし何より、このム

スリムの指導者の本当に優れている点は、選挙が経済政策に関して闘われるのではなく、社会

の中の色々な価値観に関して争われることを理解していたことでしょう。……彼は「穏健」な

ムスリムで、それが本質的な点なのです。彼は絶えずそれを強調していますし、それは嘘では

ありません。彼をターリバーンとかテロリストとして考えるのは大きな誤りです。ベン・アッ

バスはそういった連中には軽蔑しか抱いていません。……本当のところ、彼はテロリストたち

をアマチュアと見なしているのです。……彼の外交政策の主軸はヨーロッパの重心を南に移す

ことです。西欧には様々な国際組織が以前からあって、それぞれ目的の実現に努め続けていま

す。たとえば、「地中海連合」などがそうです。欧州連合などの組織に加入する可能性がある最

初の国は、おそらくトルコとモロッコでしょう。その次に来るのがチュニジアとアルジェリア、

長期的にはエジプトがあります。……ベン・アッバスの真の最終的な野心は、初めてのヨーロ

ッパ大統領になることだとわたしは確信しています。それは、拡大されたヨーロッパ、地中海

周辺諸国を含めたヨーロッパを意味します。……ある意味では、あの老婆バト・イェオールの

陰謀史観『ユーラビア』は間違っていなかったのです。しかし、彼女は、地中海諸国を含めた

ヨーロッパが、湾岸の君主制諸国に対して劣った立場になるだろうと想像するときに、完璧に

誤っているのです。新しいヨーロッパは世界でも経済的にもっとも強い地域となり、湾岸諸国

はヨーロッパを同等に扱うでしょう。…… 
 

	 実際、選挙が「社会の中の色々な価値観に関して争われることを理解」して

おくべきであるのは、現代政治世界ではあたりまえのことなのであるが、とり

わけムスリムであることを表象する政治家は、事あるごとに〈文明の衝突〉に

晒され、〈良きムスリム〉か〈悪しきムスリム〉かが問われるリスクを、あらか

じめ自らの政治行動に織り込んでおかなければならない。この小説はよくそれ

を描いている。 
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	 アルカーイダに代わって、現在、ダーイシュとそのシンパは〈悪しきムスリ

ム〉の権化の〈野蛮〉として擬制され、一方、現代世界のさまざまな場所で〈文

明〉に随伴する〈良きムスリム〉が別に配置され、「価値観」という名のもとに

〈文明と野蛮〉を分節化することになっている。そのさまざまな場所で問われ

るのは、畢竟かつてあった〈世界観闘争〉とも言い得るような事態であろう。 
	 カントにはじまるこの〈世界観〉とは、「主体的には体験と力と信条として、

客体的には対象的に形成された世界として、さまざまな力や理念、いずれにし

ても人間の究極かつ全体的なものを意味する」（ヤスパース）。周知のように、か

つて、ヒトラーは、「民族主義的世界観は決して人種の平等を信じないばかりか、

かえって人種の価値に優劣の差違があることを認め、そしてこうした認識から、

この宇宙を支配している永遠の意志にしたがって、優者、強者の勝利を推進し、

劣者や弱者の従属を要求するのが義務である、と感ずるのである」としながら、

「政党は世界観のための闘争を放棄し、その代わりにいわゆる「積極的協力」

によって、現存制度という飼い葉桶のまわりにできるだけ長くとどまっていよ

うとする。これが政党の目的のすべてである」（『我が闘争』）と言い放ちつつ、ま

ず議会を牛耳ったのだった。 
	 奇妙なことに、ムスリムは時に一つの民族のように認識され、イスラームが

ある種の「民族主義的世界観」であるかのように描かれることがある。イラン・

イスラーム革命の際にホメイニ師をヒトラーに見立てる手法がしばしば取られ

たが、同じパタンのナイーヴな認識方法である。 
	 概念としての「アラブ人」はそれよりさらに「民族性」が高いといえるが、

タヌールも引く陰謀史観『ユーラビア』の導入する「世界観」を支えるのは、〈ア

ラブ＝イスラーム文化〉である。「アラブ＝イスラーム文化は、旧大陸をいわば

「壊疽」状態に追い込み、その後征服することになるだろう」というバト・イ

ェオールの著した『ユーラビア』のサブタイトルは、まさしく「ユーロ＝アラ

ブ枢軸」であり、第二次世界大戦中ナチス・ドイツを中心に同盟を組んだ「枢

軸国」が想起されること自体に意外性はない。 
	 「アラブ＝イスラーム世界の狙いはヨーロッパである。退廃的でモラルに欠

けたヨーロッパを手中に収めている最中なのだ。雨あられとつぎ込まれるオイ

ルダラーと引き替えにヨーロッパが与えたのは、パレスチナに対する永続的支

持と地中海沿岸国の国境開放、そしてイスラームの容認であった」というバト・

イェオール言説を、ヨーロッパ極右が「ヨーロッパのイスラーム化」を責めた
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てるその主張に取り込むようになるのも無理はない。2015年秋のパリ連続襲撃
事件において犯人たちが選択したそれぞれの現場は「退廃的でモラルに欠けた

ヨーロッパ」に見立てることもできるかもしれない。 
	 L'Observatoire du Religieuxのラファエル・リオジエによれば、フランス極
右政党の国民戦線（FN）党首マリーヌ・ル・ペンは「イスラーム帝国主義」を
絶えず非難し、サウジアラビアやカタールからの豊富な外国投資が「イスラー

ム帝国主義」の表れだと批判しつつ、スカーフ着用から垣間見える「ヨーロッ

パのイスラーム化」を攻撃している。そのルペンの国際問題顧問を務めている

地政学者のエムリック・ショプラドは、「アラブの春」の数か月後の『ヴァルー

ル・アクチュエル』誌、2011年 9月 25日号で、次のように明言したという3。 
 
	 独裁制度はヨーロッパをアフリカの惨状から防衛する最後の砦だったのです。我々はこの独

裁制度の崩壊を支持することで、いくつかの「エネルギー」を解放してしまいました。この「エ

ネルギー」が三つの目的を叶える原動力となりました。すなわち、ヨーロッパへの移民の加速、

密輸の増加、ムスリムの増大です。 
 
	 ルペン自身、常にこの「三つの目的」を軸に議論を展開しているので分かり

やすい。2015年 1月のシャルリー・エブド襲撃事件の際に、『朝日新聞』が行
ったインタビューにおいても次のように述べている4。 
 
……イスラーム原理主義が我が国に浸透していると、私たちはずっと以前から警告してきまし

たから。彼らは、一部の地域を占拠し、犯罪組織とつながりを持ち、世俗社会を尊重しません。

自由なフランスの理念に対し、全体主義の立場から宣戦を布告しているのです」、「テロは手段

に過ぎません。テロを生み出す理念こそが問題なのです。原理主義はイスラームのがん細胞。

摘出しないと健康な細胞まで侵し、どんどん増殖する。フランス社会を分裂させ、自分たちだ

けの社会を内部に形成しようとする。そうなれば、政教分離の原則は崩壊するでしょう。政治

は長年、この現実に目をつぶってきました。……（下線部引用者） 
 
	 2015年秋のパリ連続襲撃事件がシリアからの難民増大の文脈と相乗化され、
ルペンたちの描くムスリム増大の文脈の中にも置かれたとすれば、フランスが

ある種の普遍性を体現しようとする存在理由の保持という価値観の文脈がさら

にこれに加わって、「これは武装テロリスト、ダーイシュ、武装ジハーディスト

によって、フランスに対し、我々が世界中で守る価値観に対し、我々の存在そ

のもの、すなわち地球全体に語りかける自由な国に対してなされた戦争行為で

す」、とされてもさほどの違和感なく人々に浸透してしまうだろう。ヨーロッパ

における日常化された戦争状況はすでにそこにあるからである。 
 

＊＊ 
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	 ある種の戦争状況、いわば軍産複合体による破壊と製造と利益創出のための

マッチポンプ的状況において、それにヴェールをかけるような役割を果たす、

「我々が世界中で守る価値観」とは何であるのか。 
	 ヒトラーが前面に押し出した民族主義的世界観でそのようなヴェールをかけ

ようとすることは、すでに「民族」の性格を人種という曖昧な基礎では規定し

ようがなくなっている現代西ヨーロッパにおいては、難しい。純粋なアーリア

人もゴール人もすでにおらず、ルペンも帰属性の明確になる「国民」とそれが

表象する「価値観」を必要とする5。ところが、ニュータイプの民族主義的世界

観が、その「国民」であることに治まることのない「宗教」や「信仰」による

世界観を、「我々が世界中で守る価値観」に抗するようなものがあると見なし攻

撃することによって、そこに新たな世界観闘争のアリーナが作為されても不思

議ではない。 
	 新たな〈世界観闘争の時代〉に作為されたイスラームフォビア Islāmophobia
はその一つの典型であるといえよう。1991年に Runnymede Trust Reportが、
「ムスリムへの根拠のない敵意によりすべてのないしは一部のムスリムを恐れ

嫌うこと」と最初に定義したこの概念は、英国ではあくまで国内ムスリムの置

かれた状況についての文脈において造語されたものであったのだが、ヨーロッ

パにおいては広く外人嫌いの意味を帯びるようになり、さらにはグローバルな

人種差別構造を再構造化し再固定化する機能を伴って拡張されている。それは

さらに The global Islamophobic blogosphereと呼ばれる新たなアリーナまでも
構築している6。 
	 ダーイシュは、このイスラームフォビアの世界化をさらに一層増幅させるア

ンプのような機能をもったものとして登場したのだともいえよう。かれらはイ

スラームフォビアが捏造したムスリムとイスラームの教義へのさまざまな偏見、

歪曲を、すべて具体的に体現しデフォルメしているからにほかならない。 
	 そうした増幅されたイスラームフォビアによる妄想現象を、「ダーイシュ幻想」

と呼ぶことにしよう。この「幻想」の影響の及ぶ範囲はむろんヨーロッパに留

まるものではない。 
 

＊＊＊ 
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	 そうした「ダーイシュ幻想」が世界大に拡張されることによって、グローバ

ルな人種差別構造の再構造化、再固定化は、「アジアの再アジア化」ともいうべ

く、アジアにもおよんでいる。サイードなどによるオリエンタリズム批判の展

開によって、再構築されかけた「オリエント」は、再びかつてのような世界観

闘争のアリーナに投げ込まれているのかもしれない。 
	 世界で最も多くムスリムが暮らすインドネシアをはじめ、東南アジアでは

2015年段階に至っても、ダーイシュの展開している戦闘に加わるため、シリア
やイラクに渡ろうとする若者たちの摘発が相次いでいるという。 
	 たとえば、NHK「国際報道」は 2014年秋に「アジアに広がる「イスラム国」
の影」というタイトルで特集を組み7、どのようなムスリムがダーイシュやシリ

アにおける反アサド政権で武装闘争を展開しているイスラーム主義諸組織に参

加していくのかについて報じている。そして、「なぜアジアから中東の戦地に向

かう人があとを絶たないのか？」、「なぜ、堂々と『イスラム国』の支持を明言

しているのか？」、「当局が恐れているのはどういう事態なのか？	 リスクシナ

リオはどのようなものか？」といった問いを発している。 
	 もっとも、問い自体の根拠は曖昧模糊としており、いわゆる「イスラーム報

道」（E.サイード）の例に漏れず、そこで NHK が拡張しているイメージは、アジ
アン・ムスリムへ向けて、相変わらずのステレオタイプを増殖させているにす

ぎないようでもある。それは、番組スタッフの発言として、とりわけ下線を引

いた紋切り型の認識スタンスを、視聴者に提供して終わってしまうところによ

く現れている。 
＊アジアのムスリムの中でも急進的な考え方を持つ人たちは、「西洋の価値観」は、イスラームの教えに反

しており、世界各地でムスリムが虐げられている状況を変えるためには、イスラームの教えに忠実な国を

作るべきであり、彼らにとって「イスラム国」は、理想の実現であり、そのことがそこへ向かう強い動機

付けになっている。 
＊ムスリムではない私たちには分かりにくいかもしれないが、ムスリム同士が地域の隔たりを越えて結束

しようとする力は想像以上に強いものがあり、この強烈な同胞意識とでも言うべきものを理解する必要が

ある。 
＊そうした「強烈な同胞意識」に私たちは違和感があるが、イスラームの教えに忠実であるべきだという

考え方自体は、信者にとっては自然なことであって、そこに「イスラム国」はつけこんで、敵とみなす相

手との戦いは「ジハード」すなわち「聖戦」であり、神の教えに叶うと訴え、若者など、純粋にイスラー

ムを信じている人ほど心に響くレトリックを作っており、これは即ち、アジアのどこであっても、「イスラ

ム国」の支持者が出現する素地があるということにほかならない。 
＊イラクやシリアで戦闘に参加した人たちが国に戻ってきて、「イスラム国」への参加を説いて回ることを

放置しておくと「イスラム国」へと向かう流れを止めることができなくなり、さらに、足元で「イスラム

国」の設立を目指す過激な動きが出てきて、最悪の場合、同じ国民同士で殺し合う事態にもなりかねない。

加えて、東南アジア各地に拠点を持つ既存のイスラーム過激派組織とのネットワーク化も懸念されている。 
＊インドネシアでは、2014年 10月 20日、ジョコ新大統領が就任したが、世界で最も多いムスリムを抱え
るインドネシアが、「イスラム国」問題で対処を誤るとその影響は計り知れないので、東南アジア各国と、

速やかに協力態勢を築いて、地域大国としてリードしてほしい。 
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	 真に恐れられるべきは無知であってムスリムではない。 
	 ところが、こうした「イスラーム報道」は、結果的にむしろ「無知」をさら

に助長していくことになるのだろう。 
	 世界最大のムスリム人口大国であるインドネシアのなかでも最大のムスリム

組織「ナフダトゥール・ウラマ（NU）」が、2015 年夏、「インドネシアと世界
に貢献するイスラーム・ヌサンタラ（「ヌサンタラ」とは、サンスクリット語に起源を発する

言葉で、一般的に「列島」を意味しさらにはジャワ島とその周辺の島々、独立後は列島国家インドネシア

を指すとされている）」を大会スローガンとする全国大会を開催したが、そこでは、

「イスラーム覚醒」現象が進行中のインドネシアにおいて、インドネシア・イ

スラームがアラブ・イスラームに蔓延するテロリズムや過激主義とは異なって

他の諸信仰との共存をめざすことを確認し、「自分たちのアイデンティティー」

は何かということが再確認されたという。つまり、〈文明に随伴する良きムスリ

ム〉であることを確認しているのである。 
	 インドネシアに限らず、世界各地のムスリム諸団体がそうした再確認を求め

られ、〈悪しきムスリム〉ではないことを自己証明することで自己防衛しなけれ

ばならなくなっているのだが、そもそも「ウンマ・イスラミーヤ」概念自体、

ムスリムとユダヤ、キリスト教徒などとの混淆した状況を示していることと相

俟って多重層性・多様性の中の統一、統一の中の多様性・多重層性による柔軟

対応戦略から生まれてきた概念であり、欧米近代におけるキリスト教原理主義

の鏡像のように立ち現れている幻影のダーイシュとは、そもそも構成原理が異

なっている。したがって、その再確認自体には問題はないものの、より厄介な

のは、ダーイシュとのそうした世界観闘争が、外部からはまるでムスリムのシ

ャドーボクシングを行っているように見えることであろう。この巧みに組み込

まれたネオ・オリエンタリズムの入れ子細工のような仕掛けを破壊するには、

かなりの消耗戦を強いられるのである。 
	 先述の「イスラーム・ヌサンタラ」は、偶像崇拝を完全否定するワッハービ

ズムや他の信仰に非寛容なスタンスを取る「原理主義」をインドネシアにその

まま適用すれば、｢多様性の統一｣を掲げる共和国との正面衝突が避けられない

インドネシアにおいて、イスラームを発展させていくために、世俗民族主義、

世俗国家の国是「パンチャシラ」思想との折り合いをつけていく思想戦略とい

う機能も果たしているとされる。「世俗」という問題をどう取り扱うかはさらな

る議論を要するものの、いずれにせよ、ダーイシュ幻想によって翻弄されるム
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スリム政治社会にとっては、参照すべき生存戦略の一つであるのかもしれない。 
	 もっとも、ショプラドが危惧しているように、事実としてのグローバルな規

模でのムスリム人口の増大は、ダーイシュ幻想のような、世界観闘争にあらか

じめ仕掛けられたトリッキーな悪辣さを、簡単に突破していくことになるのか

もしれない。個々のムスリムはそのように楽観しているようにも考える。 
	 これはまた、デモグラフィックな視座からの近未来におけるムスリム・ネッ

トワーク拡張8のより詳細な検討が必要とされる所以でもある。 
                                            
1 http://www.ambafrance-jp.org/article9423 
 
2	 「大統領が上下両院合同会議で演説を行った例は、過去 150年以上さかのぼっても今回を含め 2度しか
ない。演説を聞き終わると、議員らは国歌を熱唱した。一方大統領は国内向けの措置として、現在出され

ている非常事態宣言の 3か月延長を要請。またテロ対策強化のため、警察・司法関連で 8500人の新規雇
用も発表した。」（AFP＝時事） 
 
3 ラファエル・リオジィエ「『ユーラビア』、あるいは、怪しげな論考の大きな波紋	 「アラブ＝イスラム
による侵略」という神話」http://www.diplo.jp/articles14/1405eurabia.html 
 
4 『朝日新聞』2015年 1月 27日「フランス社会の混迷	 国民戦線党首・ルペンさんに聞く」
http://www.asahi.com/articles/ASH1P1RBXH1PUSPT002.html 
 
5 先のインタビューでも、「私たちの活動の基本は愛国主義。だから、「私たち」と「彼ら」を分けるので
す。ただ、「私たち」の中身は多様です。肌の色や宗教がどうであろうとも、フランス人はフランス人。私

たちが守る対象です」、「現代の世界を二分するのは、国家かグローバル主義かです。繁栄と治安とアイデ

ンティティーを守るために国家を重視する考えと、国家など消え去ってしまえという考えとの対立です。

ただ、グローバル主義とグローバル化は別の概念。（国家が世界と交流して繁栄を追求していくような）幸

福をもたらすグローバル化は、もっと進めなければなりません」、と述べている。もっとも、「フランス人」

をどう定義するのかについてもまた議論が錯綜することになるのであろうけれども。 
 
6 NYTではそれを次のように説明している。“The global Islamophobic blogosphere consists of loosely 
connected networks of people — including students, civil servants, capitalists, and neo-Nazis. Many do 
not even see themselves as “right-wing,” but as defenders of enlightened values, including feminism”. 
http://www.nytimes.com/2011/07/29/opinion/Gaarder-Eriksen.html?_r=2 
 
7 「アジアに広がる「イスラム国」の影」	 http://www.nhk.or.jp/kokusaihoudou/archive/2014/10/1022.html 
 
8 cf. Muslims and Islam: Key findings in the U.S. and around the world 
http://www.pewresearch.org/fact-tank/2015/12/07/muslims-and-islam-key-findings-in-the-u-s-and-aro
und-the-world/ 
 


